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　毎年4月20日に行われる水口曳山祭で、曳山の上
で演奏され祭を盛り上げる水口囃

ば や し

子。そのテンポの
あるダイナミックな曲調は、全国的にも人気があ
り、多くの愛好者がいます。
　そんな郷土の伝統芸能の「正確な内部への伝承
と、外部への伝

で ん ぱ

播」を目的に作られた団体「水口ばや
し水口囃舎」代表の野村和仁さん。
　「水口囃子は庶民的で、ジャズ調、マンボ調あり、
ロックにも通じるものがあり、今も人を引きつけま
す。時代を越えて感動を味わい、世代を越えて楽し
めるところが魅力です。」と話す野村さんは、今年
発足10年目を迎える水口囃舎で水口囃子に魅せら
れた市内外の方とともに毎週練習をされています。
はやしはやされの相乗効果が楽しいという皆さん
ですが、楽しさの中に熱のこもった練習が繰り広げ
られ、囃子に対する熱意にあふれています。また、全
国各地で講習会、公演などの活動もされています。
先月にはその講習会などでの謝礼を積み立てた50
万円を、文化財保護、伝統文化の保存継承にと市に
ご寄付いただきました。
　「囃子は、その地域の歴史の中ではぐくまれ、受け
継がれてきたものです。技術的なことだけでなく、
その中にある歴史的、精神的な部分を含めて昔なが
らの正しい教え方で伝えていくことが大切だと思
います。」と話す野村さん。水口囃子は奥が深くまだ
まだ新しい発見があるという野村さんですが、甲賀
地域唯一の都市型祭礼として水口曳山祭と水口囃
子の魅力をもっと広げたいという野村さんの思い
は尽きませ
ん。

伝統文化を正しく守り、
正しく継承するために
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さ
れ
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催
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催
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。
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市
～貴生川小学校～～甲賀市文化協会連合会芸能祭～

▲�ステージで熱演される出演者の皆さん ▲�朝原さんから走り方の基本を学ぶ児童

▲�多彩な作品が並んだ会場▲�楽しく熱い練習風景
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ろ
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さ
れ
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西
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催
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。
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中
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葉
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▲�希望ケ丘小学校での卒業証書授与の様子
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